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問い合わせ 国見図書館　　☎0978-82-1585
　　　　　 くにさき図書館☎0978-72-3500
　　　　　 武蔵図書館　　☎0978-69-0946
　　　　　 安岐図書館　　☎0978-67-3551
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　　 は休館日。
27日㈮は資料整理のため休館です。
開館時間　午前10時～午後６時

11図書館カレンダー 月

＊新着図書のご案内＊

◆国見図書館
　おはなしひろば
　国見図書館
　　 7日㈯　午前９時30分～
　熊毛幼稚園・保育所
　　13日㈮　午前９時30分～
　竹田津出張所
　　21日㈯　午前９時30分～

◆くにさき図書館
　おはなし会
　　　8日㈰　午前10時30分～
　　28日㈯　午後２時～

◆武蔵図書館
　おはなしのへや
　４・11・18・25日㈬　午後３時30分～

◆安岐図書館
　ひまわりの部屋（おはなしと工作）
　11月14日㈯　午前10時30分～

　ある雨の日、昼寝をしているおじいさんの側でぬいものをしてい
たおばあさんは、かさこそいう音に気付きます。見るとおじいさん
の鼻の穴からしろねずみが出てきたのです！　驚きながらも、しろ
ねずみに興味津々のおばあさんはその後をついて行くのですが…。
「隠してあるものは、ねずみが守ってくれる」ということばがある
韓国。このしろねずみは、一体何をするのでしょうか？　落ち着い
た色づかいと、かわいらしい絵が印象的な韓国のむかしばなしです。

安岐図書館

チャン　チョルムン（文）「ふしぎなしろねずみ」

＊図書館行事のご案内＊

くにさき図書館

　動物園・水族館めぐりが大好きで仕事にしてしまった著者が、雑
誌連載20回を記念して一冊にまとめた本です。書籍化にあたり旅の
部分は大幅に削減したそうですが、動物園・水族館のガイドブック
として十分に楽しめます。
　日本全国150以上ある中から、老舗の東京上野動物園を始め、リ
ニューアルしたうみたまごまで、20カ所が紹介されています。そこ
でしか会えない動物、展示方法（著者の言葉を借りれば “檻とコン
クリートに囲まれた見せ物” から旭山動物園に代表される “行動展
示” やふれあい体験へと時代とともに変化している）などそれぞれ
に特徴があって面白いです。みなさんも自分流の楽しみ方を見つけ
てお出かけしてみませんか。

吉本由美（著）
「キミに会いたい～動物園と水族館をめぐる旅」

小美濃清明（監修）

　来年のNHK大河ドラマは坂本龍馬！…ということで、龍馬関連
の本を紹介します。
　本書を開き、まず目に付くのが地図。龍馬の縁の地を、道路地図
（詳細地図含む）と古地図とで紹介しています。その土地のグルメ
や観光スポットなども併せて紹介しており、旅行ガイド本の要素を
含んだものになっています。また全国の龍馬会の地図は、龍馬ファ
ン必見のページです。
　その他にも、年表、縁の人々の相関図、功績などを紹介してお
り、龍馬の人となりを知るには、うってつけの本です。
　大きな変化を受け入れることになった幕末は、戦国時代に劣ら
ない様々なドラマが生まれた時代です。その立役者である龍馬を、
堪能してください。

国見図書館

「坂本龍馬地図帳」

　このお話の主人公は、ゴリラのウーゴ。ウーゴの住む村では、子
どもは食べ物がとれるようになったら一人でおつかいに行く決まり
があります。
　おつかい先は、とんがり山のおばあちゃんの家に決まりました。
いよいよ出発の日です。しかし、とんがり山に行く途中でいろいろ
な事に遭遇して気分が落ち込んでしまいます。しかも、ゴリラを見
るのが初めての森の動物たちは声をかけても逃げてばかりです。そ
んな時に、一匹のやまあらしに出会います。この出会いがウーゴを
一人前のゴリラへと成長させていく…というストーリーです。読み
終えた後、あたたかい気持ちにさせてくれる一冊です。

磯みゆき（著）「ゴリラのウーゴひとりでおつかい」

武蔵図書館

開館時間 午前10時～午後６時

図書館
だより
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15
日
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ま
で
の
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間
に
わ
た
り
、「
秋
季
全
国
火

災
予
防
運
動
」
が
実
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さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
火
災
が
発
生
し
や
す
い

季
節
を
迎
え
ま
す
。
火
災
予
防
運
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は
、
市
民
の
皆
さ
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に
防
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す

る
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を
一
層
高
め
て
頂
き
、
火
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を
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よ
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尊
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命
や
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損
失
を
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ぐ
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と
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て
い
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す
。

　

当
消
防
本
部
に
お
い
て
も
住
宅
防

火
対
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、
設
置

義
務
化
を
踏
ま
え
た
住
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用
火
災
警

報
器
等
の
早
期
設
置
促
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に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
安
全
・
安
心
な
社
会

実
現
の
た
め
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災
予
防
運
動
を
展
開

し
ま
す
。

　

消
防
法
の
改
正
に
伴
い
、
す
べ
て

の
住
宅
に
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
（
抽
出
・
１
、
０
０
０

戸
）
を
実
施
し
た
結
果
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
た

こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
世
帯
が
約
７

割
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
早
期
の
設
置

促
進
に
向
け
た
住
民
の
皆
様
の
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
一
日

も
早
く
設
置
し
早
期
発
見
・
早
期
避

難
を
可
能
に
し
、
火
災
か
ら
自
分
の

家
族
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
、

既
に
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
義
務

化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

発
足
後
37
年
半
を
迎
え
、
当
時

採
用
さ
れ
た
職
員
の
大
部
分
は
退

職
さ
れ
、
引
き
継
い
だ
職
員
は
、

消
火
戦
術
、
救
助
技
術
や
救
命
処

置
な
ど
を
伝
え
う
け
、「
規
律
厳

正
・
迅
速
確
実
・
融
和
協
調
」
の

精
神
を
継
承
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
全
力
を
尽
く
す
決
意
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

７
月
23
日
、
安
岐
町
明
治
で
幼
児

が
誤
っ
て
防
火
水
槽
に
転
落
し
た
事

故
に
お
い
て
、
近
所
に
住
む
小
多
田

昭
一
さ
ん
が
取
っ
た
迅
速
な
救
助
救

命
活
動
に
対
し
、
消
防
本
部
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

老
朽
化
し
た
消
火
器
が
破
裂
す
る

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
古
く

な
っ
た
消
火
器
の
、
サ
ビ
や
損
傷
な

ど
が
原
因
で
す
。
消
火
器
を
定
期
に

点
検
す
る
と
と
も
に
、
不
要
に
な
っ

た
消
火
器
は
処
分
は
し
ま
し
ょ
う
。

秋季全国火災予防運動
「消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子」

▲国東市消防本部での感謝状贈呈式の様子

平成21年度
全国火災予防運動統一標語

平成21年10月25日現在

火
の
用
心

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で
す

消
火
器
の
破
裂
事
故
に

ご
注
意
を
！

ご
あ
い
さ
つ

国
東
市
消
防
本
部

　

消
防
長
　

井
門
豊
彦

管内火災件数の概要

住宅用火災警報器の
設置義務化を
知っていますか

住宅用火災警報器の
設置していますか

消火器の日常のチェックポイント

建　物
林　野
車　両
船　舶
その他
計
死　者
負傷者

20年
14
  4
  1
  1
13
33
  2
  2

21年
12
  1
  1
  1
14
29
  1
  2

○雨ざらしの場所に置いていませんか。
○安全ピンはついていますか。
○キャップはゆるんでいませんか。
○容器にサビや変形はありませんか。
○ホースに詰まりやひび割れはありませんか。
○古い消火器でお子様が遊んでいませんか。
○古い消火器は取扱業者に引き取ってもらう
か消防署まで連絡してください。

知っている
30％

知らなかった
70％

設置している
20%

一部設置している
10%

設置していない
70%

感謝状贈呈


